

  
    
  




    
        この本はBCCKSで発行された

        『盲目５（Ⅴ）』

        著　　者：笠間秋伸

        発　　行：笠間秋伸出版

        のEPUB版です。


        EPUB版は、BCCKSの紙面とレイアウトや表示が異なります。

        BCCKS版の閲覧は、以下のURLをご覧ください。

        http://bccks.jp/bcck/153346/info
        
        


    

    
        
    

    
        Powered by BCCKS
    


    



    ───────────────────────




盲目５（Ⅴ）
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　生まれつき僕は目が見えない。
　そのおかげで先日はとても焦る出来事があった。いやはや慣れって怖いよね。
　ちょっと気を引き締めないといけないなぁ。いつかボロが出てしまいそうで怖い。それでややこしくなってしまったら申し訳ない。この件に関しては傍観者でいないと。
　とにかく前回は咄嗟の機転？で何とか切り抜けたけど、だからといって次も上手くいくとは限らない。
　……健斗さんのあの様子だと上手くいきそうだけど。
　いや、だけど、危険な橋は渡らないに越したことはない。だからもう、僕は何も触れない。ただただ願うだけ。
　どうか二人がこのまま幸せになってくれますように。
「なんで両手を組んで祈ってんの？」
　ああっ！その声は健斗さん！
　……またやってしまった。どうしてこう、気付けないんだろう？何だか最近は調子が悪い。
「うん、ちょっとね。何かいいこと起きないかなって」
「それで神様にでも祈っていたのか？」
「まあ、そんなところ」
「ふ～ん」と健斗さんは返した。「もしかするとその願いが届いたのかもしれないな」
　そういうと何か箱のようなものを僕の頬に当てた。
「え？何？」
「近くにケーキ屋が出来たの知っているか？」
　聞いたことがある。というか最近、この近辺では話題になっていた。
「二週間ほど前に出来たところだよね？」
「そうそう」
「確かチーズケーキが人気で」
「さすが情報通だな。その通りだ」
「それがどうしたの？」
「大体予想はつくだろ？」
「まあ、そうなんだけど。本当に？」
「本当に。そのまさか」
「よく手に入れられたね」
「今日、偶然前を通ったら人が居なくて。それならいい機会だからと思って買ってみた」
「へぇ、珍しいね？いつも随分と並んでいるって聞いていたけど。特にチーズケーキはすぐに売り切れるって」
「偶然が重なったんだな。難なく買えた」
「それは運が良かったね」
「ああ、だから持ってきた。一人で食べるのも味気ないから」と健斗さんは言った。「甘いものは大丈夫だったか？」
「うん、好きだよ。えっと、貰っていいの？」
「もちろん。そのために持ってきたんだ」
　そういうと健斗さんは僕の隣に腰を落とし、箱を開いた。
　チーズケーキのいい匂いがしてくる。
「スプーンとかはないけどいいだろ？ほら、手を出して」
　言われるがままに僕は両手を差し出した。そっと置かれたチーズケーキはアルミホイルが敷かれていた。
　手探りでフィルムシートを外そうとするとチーズケーキが倒れそうになった。
「ああ、危ない。じっとしてろ。外してやるから」
　そのまま僕は健斗さんに任せた。
「……よし外せた。もう大丈夫だぞ」
「ありがとう。……じゃあ、いただきます」
　そういうと僕は一口食べた。
　とてもおいしい。ふわふわの生地とほのかなチーズの香り。出来立てだったら更に美味しいんだろうなと想像させて、今度はそれを食べたくなってしまう。
「美味いな、これ」と健斗さんは言った。「チーズケーキはそんなに好きじゃなかったんだが、これはいいな」
「チーズケーキは好きじゃなかったの？」
「うん？ああ、その、評判を聞いて食べてみたくなって」と健斗さんは口ごもった。「いや、でも美味い」
　そのまま僕たちはチーズケーキを食べ終えてひと息つくと、健斗さんはすぐに立ち上がった。
「おっとやばい。そろそろ帰らないと」
「そうなの？チーズケーキご馳走さま」
「ああ、じゃあな」
　どこか急ぎ足で健斗さんは帰って行った。
　何か用事でもあったのだろうか？ずいぶん急いで帰って行ったような気がする。どうしたんだろ？
「ねぇ、その箱って最近出来たケーキ屋さんのじゃない？」
　考え込んでいた僕に菜穂さんが声をかけてきた。健斗さんとは入れ違いになっちゃったな。
「あ、うん、そうだよ」
「すごいじゃない。よく買えたわね」
「え、そうなの？でも、もう並んでいないって」
「なに言ってんの？今日もすごい並んでいたわよ？チーズケーキなんてあっという間に売り切れたんだから」
　あれ？情報が違うぞ？どうしてだろ。
「私も食べたかったなぁ」
　そういうと菜穂さんは僕の隣に座った。
「あっ！まだ一個ある！」
「え？」
「しかもチーズケーキ！」
「あ、じゃあ、良かったら」
「いいの？」
「うん、僕はもう食べたから」
「そうみたいね。二つも食べて。晩ご飯食べられないわよ」
「ははっ……」
「本当に貰っていいの？」
「どうぞどうぞ」
「嬉しい。私チーズケーキが一番好きなの。ここのお店の食べてみたかったんだぁ」
　そういうと菜穂さんはチーズケーキをひと口食べた。
「ん～……。おいしい！」
　僕の隣で菜穂さんはとても幸せそうに食べている。
　そうかそうか、なるほどね。
　思いは安らぎ、日差しは優しく、見守る先には朗らかな夢。いつもの場所に立ち戻り、振る舞えるそのときがいつものように。
　そんな世界が見えてくる。
　……ということは健斗さん、何だかんだで菜穂さんのこと気にかけていたんだ。
　ホントはちゃんと並んでいたんでしょ？チーズケーキが好きなことも知っていたんだ。しっかり三つ買っているしね。
　健斗さんのこと見直しちゃった。
　何だか今日は、僕もとても嬉しい。
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